
 

 

 

 

 

 

今回は９月の初めの副校長講話の様子を中心にお伝えします。今回のお話は、「信濃の国」

を巡る講話の第４回、子どもたちの投票の第２位の場所からのライブ中継です。 

 

校歌「信濃の国」を巡る 

（９月４日 副校長講話） 

第４回 ～旅のやどりの寝覚の床～ 

 

みなさんおはようございます！では、早速ですが、信濃の国巡り第２位を発表します。第

２位は、じゃかじゃかじゃかじゃかじゃかじゃん。ここです！みなさん、ここがどこかわか

りますか？ ♪旅のやどりの寝覚の床♪ そうです、寝覚の床です！見渡す限り、石、石、

石。先生が大好きな石に囲まれてとても幸せな気持ちです！ みなさんここに投票してくれて

ありがとうございます。今来ている場所は、ここになります（地図で場所を紹介）。これまで

で一番遠い場所ですね。 

 

１ 大きな岩の紹介 

 さて、この石の中でも特に大きな岩には、名前がついています。こちらの上が平らな岩は

「床岩」、この大きな壁のような岩は「屏風岩」、この丸みをもった岩にはある動物の名前が

ついています。何に似ているかな？そうです。亀さん「亀岩」、という名前がついています。 

 

２ 石の紹介 

 ここには、白っぽい色をしたきれいな石がたくさんあります。この石の名前は、花崗岩と

いう石です。この地域の花崗岩には珍しい模様がついているものもあるのですがどこかな？

あった！これです！このように黒い斑点模様がついているのが特徴です。この模様は、花崗

岩のマグマの中に別の石が取り込まれてしまったときにできる模様です。この石は、この地

域にみられる特徴的な花崗岩です。皆さんの身の回りでもたまに石材として出会えることが

あります。また、見つけたら教えてくださいね。 

 

３ 謎のサイコロ型の大きな岩 

 さて、先に進んでいきましょう！えっ、何これ？大きなさい

ころ型をした謎の岩。どうしてこんな形になったのでしょうか

ね？だれかどうですか？教頭先生、手を挙げている人に指名を

してもらってもいいですか？ 

Ａさん：大きな川で、削られてたまたまその形になったと思う。 

渋谷：なるほど！面白い考えですね！また、みなさんなぜこん

な形になったのか友達と話し合ってみてくださいね。 

 

４ 床岩の上 

 さて、さらに進んでいきましょう！いよいよさっき紹介した

「床岩」の上に上陸です！ 

ひろーい岩の上に来ました。 
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５ 謎の穴 

 さて、次に対岸を見てみましょう！あっ、あれは何でしょうか

ね？少しアップで写してみますね。みなさん見えますか？そうで

すね。謎の丸い穴があいていますね。ここにも、ここにもありま

すね。この穴はいったいどうやってできたのでしょうかね？だれ

かどうですか？教頭先生、手を挙げている人に指名をしてもらっ

てもいいですか？ 

Ｂさん：土砂崩れでできたと思います。 

渋谷：なるほど！すばらしい考えですね！また、みなさん、この穴はいったいどうやってで

きたのか。友達と話し合ってみてくださいね。 

 

６ 浦島堂 

 さて、あっ、この先の岩の上に何か建物がありますね。行ってみま

しょう！（お堂の名前を写す）。これ何て書いてありますかね。 

Ｃさん：「うらしまどう」と書いてあると思います。 

渋谷 ：そうですね！よく読めましたね！そうです。「浦島堂」と書

いてありますね。昔の文章は、右から左に書いてあるのですね。 

浦島ってきっとみなさんも昔話で聞いたことがあるよね。浦島太郎の

「浦島堂」です。なんで、ここに「浦島堂」があるのか。実は、この

地域には、昔から浦島太郎の伝説が言い伝えられているそうです。皆

さんも知っている通り、浦島太郎は、亀さんに親切にして竜宮城に連

れて行ってもらいましたね。実は、竜宮城から戻ったあとの続きの話

が伝説として残っているんです。太郎が、竜宮城から戻ったときに、故郷がすっかりかわっ

てしまっていたので、太郎は、諸国を旅をしてまわったそうなんですね。そして、途中で立

ち寄ったここ寝覚の里の美しさにひかれて、ここに住むようになったそうです。そして、岩

の上で釣りを続けて生活したということです。実は、この太郎が使ったと言い伝えられてい

る釣り竿が、この上の臨川寺というお寺に保管されています。再び、お話の続きです。そん

なある日、村人に昔話をしているうちに、玉手箱のことを思い出し、その蓋を開けてみたと

ころ、中から出てきた煙とともに、みるみる太郎は三百歳の老人になったと言い伝えられて

いるそうです。そこで初めて夢から覚めた気持ちになった…という事で、この地が「寝覚の

床」と名付けられたといいます。 

信濃の国を作詞した浅井冽先生は、この木曽の川をこよなく愛し、修学旅行や歌を詠みに

よく来ていたという記録が残っています。浅井先生も、寝覚の床への思いが強く、信濃の国

の歌詞に入れたのかもしれませんね。 

 

７ おわりに 

 全校の皆さん、今日はお話を聞いてくれてありがとうございました。今日の中継はここま

でにしたいと思います。謎のあのサイコロ型の大きな岩、そして、あの謎の丸い穴、それぞ

れどうやってできたのか、また友達と話し合ってみてくださいね。そして、ぜひこの美しい

景色と浦島伝説がのこる寝覚の床を訪れてみてください。 

いよいよ次回は、最終回！第一位の発表です。その場所は、…つづく。では、また学校で会

いましょう！さようなら！ 

 

PTA除草作業ありがとうございました 
おかげさまでグラウンドの草が一掃され、10 月 14 日（土）開催

予定の運動会を気持ちよく迎えることができそうです。今回で今年

度２回の PTA作業が終了しました。皆様ありがとうございました。 


